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平成 29 年３月 14 日  

 

 横浜市長 林  文 子 様 

 

横浜市環境影響評価審査会  

会 長  佐 土 原  聡  

 

 

（仮称）小柴貯油施設跡地公園整備計画 

環境影響評価準備書に係る調査審議について（答申） 

 

 平成28年11月29日環創環評第290号により諮問のありました標記について、当審査会は慎重

に調査審議を重ねた結果、次のとおり結論を得たので答申します。 

なお、本件に係る審査書の作成にあたっては、当審査会で指摘した事項について十分に配

慮されるよう申し添えます。 

 

１ 都市計画対象事業の概要 

(1) 都市計画対象事業の名称 

（仮称）小柴貯油施設跡地公園整備計画（以下「本事業」といいます。） 

 

(2) 都市計画対象事業の種類 

運動施設、レクリエーション施設等の建設（都市公園の新設） 

横浜市環境影響評価条例に規定する第１分類事業 

 

(3) 都市計画決定権者及び当該対象事業を実施しようとする者の名称等 

ア 都市計画決定権者 

名 称：横浜市 

代表者：横浜市長 林   文 子 

住 所：神奈川県横浜市中区港町１丁目１番地 

イ 当該対象事業を実施しようとする者 

同上 

 

(4) 対象事業実施区域 

横浜市金沢区柴町、長浜、長浜二丁目及び並木三丁目地内（以下「計画地」といいます。） 
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(5) 都市計画対象事業の目的 

本事業の計画地である小柴貯油施設跡地は、横浜市金沢区東部に位置する米軍基地の

跡地です。戦前、旧日本軍により艦船燃料の貯蔵基地として建設され、戦後は米軍が航

空機燃料の備蓄基地として使用していましたが、平成 17 年に返還されました。 

計画地は「金沢区まちづくり方針」において、周辺の良好な緑地帯とともに、大規模

な樹林地を未来に残し、広域避難場所を兼ねた公園や多目的運動施設など緑を活かした

オープンスペースとしての整備を図るとされています。また、「横浜市米軍施設返還跡地

利用行動計画」において、計画地は都市公園として整備を目指すと定められています。 

また、市民意見募集での意見を踏まえ、平成 26 年に策定した「（仮称）小柴貯油施設

跡地公園基本計画」においては、「緑からつくり育む環境体感公園」を基本テーマとして、

計画地を緑の空間創造エリア、里山空間再生エリア、自然環境保全エリア、活動・体験・

学習エリアの４つのエリアに分けて整備を進めるとしています。 

以上のことから、都市計画決定権者である横浜市は、（仮称）小柴貯油施設跡地公園を

身近に自然が体験できる豊かな緑の空間や広域の住民が交流する空間を形成する広域公

園として整備するとしています。 

 

(6) 都市計画対象事業の内容 

ア 計画地の敷地面積等 

(ア) 敷地面積：約 55.8ha 

（都市計画決定区域の約 55.7ha に河川管理用通路の約 0.1ha を含めた整備区域面積） 

(イ) 形質変更区域面積：約 19.8ha 

(ウ) 都市計画区域：市街化区域（用途地域は主に工業専用地域）及び市街化調整区域 

イ ゾーニングと主な施設 

(ア) 緑の広場空間創造エリア（東側低地） 

平坦な地形を生かした広場を中心とした空間とし、管理センターや駐車場などの

管理施設を配置する。 

(イ) 里山空間再生エリア（南側谷戸） 

生物の生息環境の再生や市民協働による樹林地の保全などを行いながら、農業体

験もできる里地里山空間の再生を目指す。 

(ウ) 自然環境保全エリア（北側谷戸） 

旧来の樹林地及び草地など自然環境の保全を基本とする。 

(エ) 活動・体験・学習エリア（丘陵上部平坦地） 

地下タンクなどの処理を行いながら、緑の再生を図るとともに、緑や環境に係る

様々な活動や体験、学習の場を目指す。 
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２ 地域の特性 

計画地は、東側が埋立地、西側が丘陵地で、その間に旧海岸線の段丘が南北方向に伸び

ています。また、市街化区域と市街化調整区域に分かれており、市街化区域のほとんどは、

工業専用地域に指定されています。計画地周辺は、東側の埋立地のほとんどが工業地域に

指定され、工場や物流倉庫、研究機関等が立地しています。一方、西側の丘陵地は、主と

して住居系の用途地域に指定され、住宅地として利用されています。 

計画地は、首都高速湾岸線の幸浦出入口及び横浜横須賀道路金沢支線の堀口能見台イン

ターチェンジや並木インターチェンジに近く、国道 16 号が西側に、国道 357 号が東側に伸

びています。また、京浜急行本線が西側に、金沢シーサイドラインが東側に運行しており、

計画地への最寄りの駅は、京浜急行本線は能見台駅、金沢シーサイドラインは幸浦駅及び

産業振興センター駅となっています。 

計画地の植生は、東側の低地や貯油タンク周辺がススキやチガヤ群落などの草地群落と

なっている以外は、主にコナラ群落を主体とした林相になっています。 

計画地周辺は、横浜市唯一の海水浴場がある海の公園や、運動公園の長浜公園、歴史公

園の長浜野口記念公園、緩衝緑地の金沢緑地などが旧水際線沿いに連なっています。 

計画地は、都市公園として整備されることとなっており、周辺の称名寺・円海山へ連な

る緑や、金沢の旧水際線に連なる公園緑地など、広域における連続した緑地環境の一部と

して構成されるとしています。 

なお、土壌汚染対策法に基づく土壌汚染調査結果に基づき、平成 27 年に計画地内の一部

が同法に基づく「形質変更時要届出区域」に指定されています。 
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３ 審査意見 

環境影響評価を進めるに当たっては、事業内容及び地域特性を考慮し、準備書に記載さ

れた事項に加え、審査会における質疑を踏まえて、以下に示す事項等に留意する必要があ

ります。 

 

(1) 事業計画 

各エリアとゾーニングの整合について、将来に渡って本公園のテーマと方向性を維持

するため、植樹による森の再生エリアや立入制限予定エリア等の考え方を整理し、ゾー

ニングとの整合を図り、評価書に記載すること。 

 

(2) 環境影響評価項目 

ア 工事中及び供用時 

(ｱ) 生物多様性 

a 事後調査について、整備スケジュールと調査項目及び調査時期の関連性を整理

し、評価書に記載すること。また、工事が長期にわたることから、調査時期及び

調査頻度、環境の保全のための措置等の見直しについての考え方を評価書に記載

すること。 

b 土地利用の変化による生態系への影響について 

(a) 地形を考慮して環境類型区分を詳細化し、評価書に記載すること。 

(b) 植樹による森の再生予定エリア及び生物の生息・生育環境に配慮した立入制

限予定エリアを現存植生図及び環境類型区分図に重ね合わせて評価書に記載

すること。 

(ｃ) 草地の減少に伴う環境影響について、予測評価を評価書に記載すること。 

c 注目すべき種の保全及び外来種等の持込防止などについて、専門家等の意見や

市民協働を取り入れた保全対策への取組みを評価書に記載すること。 

(ｲ) 水質・底質 

地下水水質調査について、今後の調査の考え方を評価書に記載すること。 

(ｳ) 安全（土地の安定性） 

海食崖の保全について、引続き斜面の崩壊に対する安全対策を検討すること。 
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イ 工事中 

(ｱ) 大気質 

工事用車両ルートの変更に伴い、予測評価を修正し、評価書に記載すること。 

(ｲ) 水質・底質 

汚染土壌のタンク内への封じ込めについて、必要に応じて遮水工法等の流出対策

を検討すること。 

(ｳ) 土壌 

 a タンク内の汚染物質の調査結果及び処理方針について、調査方法や残留水の量

も併せて評価書に記載すること。 

b ベンゼン等の揮発性の有害物質の処理について、処理方法や飛散防止対策を評

価書に記載すること。 

(ｴ) 騒音・振動 

工事用車両ルートの変更に伴い、予測評価を修正し、評価書に記載すること。 

(ｵ) 地域社会（交通混雑・歩行者の安全） 

 a 歩行者の安全について、更なる安全対策を評価書に記載すること。 

b 工事用車両ルートの変更に伴う環境保全措置について 

(a) 工事用車両の滞留対策を評価書に記載すること。 

(b) 公園の一部供用開始後における工事用車両と一般車両の交錯に対する対策

を評価書に記載すること。 

 

ウ 供用時 

(ｱ) 景観 

 a 待受け擁壁を含めた海食崖及び展望広場周辺の景観の変化について、フォトモ

ンタージュを作成し、評価書に記載すること。 

b 落葉期の景観について、フォトモンタージュを作成し、着葉期の予測と併せて

評価書に記載すること。 



6 

 

■ 横浜市環境影響評価条例に基づく手続経過 

平成 28 年 11 月１日 都市計画決定権者は準備書を提出 

平成 28 年 11 月 11 日 都市計画決定権者は準備書周知計画書を提出 

周知方法:「環境影響評価準備書の概要及び説明会開催等のお知 

らせ」を対象地域に各戸配布（17,315 部） 

平成 28 年 11 月 15 日 市長は準備書の提出を受けた旨市報公告※し、準備書の写しの縦覧

を開始（平成 29 年１月４日まで 51 日間） 

縦覧場所＜横浜市＞ 

環境創造局環境影響評価課 

金沢区役所の区政推進課 

建築局都市計画課 

（中央、金沢図書館で閲覧を実施、環境創造局のホームページ 

で図書全文を公開） 

縦覧者数 １名 

市長は準備書に対する意見書の受付を開始 

（平成 29 年１月４日まで 51 日間） 

意見書数 ２通 

平成 28 年 11 月 26 日 

平成 28 年 11 月 29 日 

 

 

 

 

都市計画決定権者は準備書説明会を開催 

開催日 場所 参加者 

11 月 26 日（土） 金沢区総合庁舎 

２階多目的室 

35 名 

合計 73 名 

11 月 29 日（火） 長浜ホール 38 名 
 

平成 28 年 11 月 29 日 環境影響評価審査会 

市長は準備書に係る調査審議について審査会に諮問 

事業者説明（準備書）、質疑及び審議 

平成 28 年 12 月９日 環境影響評価審査会 

事務局説明（指摘事項等一覧）、事業者説明（補足資料）、 

質疑及び審議 

平成 28 年 12 月 22 日 環境影響評価審査会 

事務局説明（指摘事項等一覧）、事業者説明（補足資料、環境影

響評価準備書説明会における質疑及び意見の概要等）、質疑及び

審議 

平成 29 年１月 17 日 環境影響評価審査会 

事務局説明（指摘事項等一覧）、事業者説明（補足資料、準備書

意見見解書案）、質疑及び審議 

平成 29 年１月 24 日 事業者は準備書意見見解書を提出 

平成 29 年２月３日 市長は準備書意見見解書の提出を受けた旨市報公告※し、準備書意

見見解書の写しの縦覧を開始（平成 29 年２月 17 日まで 15 日間） 

縦覧場所＜横浜市＞ 

環境創造局環境影響評価課 

金沢区役所の区政推進課 

建築局都市計画課 

（中央、金沢図書館で閲覧を実施、環境創造局のホームページ 

で図書全文を公開） 

縦覧者数 ０名 

市長は準備書に対する意見陳述申出書の受付を開始 

（平成 29 年２月 17 日まで 15 日間） 

 意見陳述申出書数 ０通 
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平成 29 年２月 16 日 環境影響評価審査会 

事務局説明（指摘事項等一覧）、事業者説明（補足資料）、質疑及 

び審議 

平成 28 年３月２日 環境影響評価審査会 

事務局説明（指摘事項等一覧、検討事項一覧）、事業者説明（補

足資料）、質疑及び審議 

平成 29 年３月 14 日 環境影響評価審査会 

事務局説明（指摘事項等一覧、答申案）及び審議 

※その他、広報よこはま「お知らせ」欄への掲載、環境創造局ツイッター及び環境創造局ホ

ームページへの掲載により周知 

 

■ 事業者が当審査会に提出した補足資料 

１ 生物種のリスト及び名称について 

２ 公園内の景観について 

３ 事後調査（生物多様性）について 

４ 地球温暖化対策等について 

５ 事後調査時期等について 

６ 環境類型の変化の詳細について 

７ 地点 16 における地下水水質調査について 

８ クズ等の管理について 

９ 森の再生と草地エリアの変化について 

10 管理運営において行う生態系の保全について 

11 工事中の一般廃棄物について 

12 タンク内の汚染物質の調査結果及び処理方針について 

13 汚染土壌処理における飛散防止について 

14 落葉期の景観の状況について 

15 森の再生エリア等と環境類型区分図の重ね図について 

16 注目すべき種の持ち去りに対する措置等について 

17 工事用車両ルートの変更について 

18 ゾーニングの修正について 

19 公園内への動植物の持ち込み等に対する措置について 
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■ 横浜市環境影響評価審査会委員 

池邊 このみ 

岡部 とし子 

○ 奥  真美 

小熊 久美子 

菊本  統 

木下 瑞夫 

五嶋 良郎 

◎ 佐土原 聡 

田中 稲子 

田中 伸治 

津谷 信一郎 

中村 栄子 

葉山 嘉一 

堀江 侑史 

水野 建樹 

横田 樹広 

 

◎ 会長  ○ 副会長  五十音順 敬称略 


